The Entomological Society of Japan 


第 12 遷 第 2 角 曳 昌和 18 征 3 月 


コト 


日 本 旋 ア スパ ペラ ガス 加 審 葉 明 類 ? 


THE ASPARAGUS BEETLES IN NIPPON. 


By HrROrARU YUASA. 


従 我 思 於 て アス パラ ガス を 加害 する 茶 剖 と し て は . 北海 道 に 於 て カタ 
ボ シ ク ビ ナ ガ ハッ ムシ Ovioceris oeng65 Jacogy の 幼 剖 が 子 穫 ic と と が 
知ら ちら れ て ゐ を た だけ で ある め や 

然 る , 甘 者 は 昭和 11 年 5 月 長野 頻 農 事 試 際 場 田 導 技師 か ら 同 里 区 於 て ア 
スパ ラガ ス を 加害 する と いふ 葉 忠 の 1 種 を 迄 らち れ , 之 が 同定 を 求め られ た 。 之 
は 上 の カク ボ シ ク ピナ ガ ハム シェ 筐 る 硫 で , 従来 本 邦 か ら は 里 肝 だ け か ら 知 ら 
和 れれ て ゐ お た ジフ シホ シク ビ ナ ガ ハム シ toceris quctuordecimpunctate (Scoporr) で 
あつ た 。 

な ほ , 警 者 は 昨 昭和 19 年 7 月 親しく 長野 史 に 於 ける アス パラ ガス 被 審 地 を 
覗 察し た と と ろ , ジフ シホ シク ビ ナ ガ ハム シ の ほか に ,. 従来 同じ く 本 州 来 記録 
で あつ た カタ ボ シ ク ビ ナ ガ ハム シ る も 少 敷 混在 し て ゐ ちる と こと を 認め た 。 

本 も , 本 邦 産 ジッ シホ シク ビ ナ ガ ハム シ は 其 後 の 精 栓 に 依 つ て 欧洲 産 原 穂 
と 工 別 すべ きも の で ある と と が 判り , 又 本 州 産 カタ ボ シ ク ビ ナ ガ ハム シ は 北海 
道産 原種 と 聞 か 異 る 所 が ある の で , 区 み 等 2 種 開 する 分 類 了 的 研究 の 結果 
を 記 逃し , 且 新 分 布地 の 記録 を も な し て お か うと 思ふ 


1) この 稽 を 草 す る に 営 つ て , 種々 調 在 に 便宜 を 内 へ られ た 長野 
忠一 氏 牙 に 賞 香 な 標本 を 等 内 叉 は 貸 典 され た 北海 落 農事 試験 場 技 六 柔 山地 士 , 娘 州 
帝 大 数 授 江 崎 壇 士 , 訟 北 帝 大 中 人 衝 和 道夫 氏 , 信 戸 市 祝 田 進 氏 に 深 基 の 許 窒 を 表す る 区 


第 で ある 。 
2) 北海 道 農事 試験 場 . 1935. 試験 及 調査 の 成績 た に 鱗 み 指 笠 侍 乳 上 注意 す ペ き 事 項 第 
五 醒 : 200. . 2 
宮澤 春水 北海道 に 共 ける 加工 用 図 革 作物 の 栽培 ( 較 英 詳 居 合議 流 要 録 第 四 韓 別 
刷 ): 76 8 . 
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1. Crioceris guatuordecimpunctata (SCOPOLI) var. sibirica WEISE 


ジフ シホ シク ビ ナ ガ ハム ン 


Criaceris li-punciceie Bcop. var. sibirice WEISE, Arch. £ Naturg., LIIE, 1SS7, 
p. 163. 一 JAcosy ct CLAVAREAU, Gon. Ins., XXXII, t904, n. 27. 一 CLAYA- 
REAU, Col. Cat. (Jusrk-ScrrxKrrse), LI, 1915, p. 50. 

Crioceris li-punctatrs BArY。 Trans. Ent. Soc. Lont., 1878, hp 7.—LEWIS, 
Ent. Atonth. Mag., X, 1874, p. 174; Cat. Col. Jap. Arehin,, 1879, や 
97.—JACOBY, Proc. Zo00l. Soc. Lond., 1885, p. T7983.—BCHONFELDT, Cat. 
Col Jap., 1887, p. 148. 一 二井 , 昆 夷 世界 , XXX, 1926, p. 290 一 OrrG6, 
シル ビア , 1V, 1938, p. 27. 

長野 忠 産 の ジフ シホ シク タビ テ ガ へ ムシ の 標本 は すべ て 区 の 講 申 で 欧洲 産 の 
Crioceris guntuordecimpuncate (ScopOrr) と 壮 つ て の る 。 
' 1) 一 般 k に 超 策 上 の 夷 絞 は 大 形 で ある 。 

2) 天 病 第 列 外側 絞 は 横長 で な く て 関 形 叉 は 終 藤 
で ある 。 . 

8) 同列 内 側 紋 は 合 合 線 鶴 接し 且 寿 了 想 珍 .= の 
も の が 結合 し て 1 絞 を 形成 する 。 

4) 同 第 8 列 の 1 絞 は ほぼ 棋 蘭 の 槍 彫 形 。 

5) 脚 は 全く 黒色 。 

之 人 等 の 譜 邊 は Wrisr が Amm か ら 記 隊 し た 上 の 調 

種 記 相 党 する の た だ , Wsrss の 原 記 載 で は 前 胸 背 板 の - 


第 1 罰 - 
較 小 柱 板前 方 の 1 絞 が 常に 鉄 け て ゐる と し て ある が , と 


Crdocerss guatuordecim- 
punctata (Scororr) var. の 級 は 後 光 の 通り 本 孝 産 標本 で は 普通 存在 する けれ ど 
s20g2ee Warsg (長野 叱 
小 郡 黄 津 村 産 ) も 少 敷 の 個 剛 で は 消失 し て ゐ て , 舞 化 し 得る る の で あ 
る か ら , 特 区 取 吾 げ る べき 標 竹 と は 考 へ られ な い 。 

証し て , 従来 本 邦 産 の も の は Bowgsrxd 再選 A. Apaws が 対馬 で 探 集 し た も 


の を Bary が 欧洲 産 原 格 と 同じ も の と し て 記録 し た の 区 振 つて ゐる の で ある が , 


3) 或 は 醒 竹 と し て 取扱 ふさ べき で は な いか こと 少 て ゐる が , 今 は 暫く と の 和 代 と し て お く 。 
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私 は 中 條 道夫 氏 の 好 交 に 依 つ て 幸江 絢 怪 府中 央 研究 所 典 3 業 部 所 蔵 の ApAmrs 探 


集 の 岡島 産 2 要 本 を 検 す る と と を 得 。 之 も 長 慰 藤 症 の も ゃ の と 大 差 の な いこ と を 
知り 得 を た から, 今 迄 半月 か ら 記 銚 し た Crioceris quatuordecimpunctaty は 全部 鍵 


穂 pe と し て よい ょ と 四 ぶ 。 及 土井 が 「 岩 手 稀 の も の に し て 欧洲 産 の gwe- 
fe07'76G2972960526 が 6f6 に 類似 す る も の を 槍 し た る kc 球 姓 は 欧洲 産 より 大 に し て 全く 
別種 な り と 思考 せ り 」 と 云 つ て ある 所 か ら 制 断 す る と , 士 井 の 覆し た 岩手 叔 産 
擦 本 も 没 ら く 本 角 竹 で あつ たら うと 思 は れる 。 な ほ , 最近 本 鍵 竹 が 青森 忠 八 戸 
市 に 産 し , 同 地 で も アス パラ ガス に つい て ゐ を た こと と を 知 つ た 。 3 

葛 に , Bary が 羊 馬 か ら 記 勾 す る 際 “the insects from China and Japan 
have the black spots on the elytra more fully developed than those fom 
Siberin and Eastern Eunope." と 渋 べ て ね る と と ろか ら 見 る と , 支那 産 の も る の 
も 或 は 日 本 産 と 同じ く 龍 種 99ew で ある か と 租 像 きれ る 。 

次 に , て の 人 葉 強 は 個 骨 と 人 つ て 玉 絞 の 継 豊 が 可 な り 甚 し いか ら , 下 に その 
申 に 読 いて 記し お く 。 

_ 頭 者 頭 項 は 赤色 , 圭司 産 標本 で は と こと kc 大き は 多少 居 ふ が 1 黒 紋 が ある け 
れ ど も , 長野 懸 及び 八戸 市 産 の も の に は 人 参 然 之 が 見 られ な か つ な 。 

前 胸 背 板 の 中 央 の 1 半 の 弟 絞 は 欧洲 産 原 竹 で は 小 財形 らし い が , 本 邦 産 で 
は 一 般 区 何れ も 長 目 で 後方 に 失 り 且 耳 に 相 接 近 す る を 常 と する 。 小柄 板前 方 の 
1 絞 は 光 筑 に 小形 と な り , 又 淡 く な つて 途 IC sgxow の 原 記載 通り 全く 浴 失 
て し まつ た も の も 長野 懸 産 45 個 艇 中 3 個 騰 ほど あつ た 。 叉 , rosie 
板前 方 の 1 絞 と が 連続 し た ゃ の も 1 個 骸 存在 し を 。 

起 策 の 斑 絞 は 同じ 長野 懸 で も -- 般 称 低地 ( 海 披 約 680m.) の 南 安吾 洛 侯 
産 標本 で は 小さ く , 高地 ( 海 披 約 1200 m.) の 小 懸 郡 次 津村 奈良 原産 標本 で は 大 
形 で ある 。 叉 , 羊 馬 産 標本 は 修 村 産 の も の と ほぼ 同 大 , 八戸 市 産 可 本 は 瑞 津 村 
産 の も の と 作 ぽ 同 大 乃至 や や 小形 の 斑紋 を 有する 。 

移 刺 第 1 列 外 方 悦 郭 の 1 絞 は それ の 後方 の 1 小紋 と 結合 し ょ うと する も の - 

が 多く , 第 1 列 内 方 の 1 絞 は 黒色 の 小 桶 板 と 結合 する る の が あり , 第 2 列 外 方 紋 
は 第 1 列 肩 紋 と 結合 し ょ よう と する 傾向 が 強く , 之 更 に 羽 部 後方 小紋 $ 加 は つ 

て 8 紋 連 貫 し た も の も ある 。 第 2 列 外 方 絞 は 叉 第 8 列 の 横 絞 ic 連 絡 し ょ う ょ と す 

る 傾向 を 示し た も の が 1 個 朋 あつ を けれ ども , 完全 に 結合 し た も の は 見 営 ち な 
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か つた 。 第 2 列 内 方 紋 は 丁 頑 遇 上 の も の が 全く 結合 し た も の が あり , 又 と の 絞 
が 第 3 列 撤 絞 と 寺 鶴 し た も の も 1 個 維 存在 し た 。 芝 等 直結 医 紗 結合 の も の は 皆 
瑞 津 村 産 の ゃ の kc 見 られ , 牙 他 に は 久 馬 産 の 1 個 般 で 局 絞 と それ の 後方 の 1 
絞 と の 結合 し た も の が あつ を た だ け で ある 。 

産地 一 長野 忠 小 懸 都 喘 津村 奈良 原 (25 頭 , 6. VIE.1937。 著者 採集 )・ 隔 映 南 安 
避 那 価 村 (20 頭 , 8. VI. 1937, 募 者 探 集 和信 戸 市 上 徒 士 町 1 頭 , 7. VIL. 198 ょ . 
貴 田 進 氏 控 集 )・ 習 馬 (2 頭 , A. Apaats 控 集 う . 
分布 一 本 州 ( 森 長 ・? 療 手 衣 ・ 長 野 取 )・ 九 州 (時 馬 ) ? 支 泊 , Amur. 


小 


2. Crioceris orientalis JACOBY. 


カタ ポジ シ ク ビ ナ ガ ハム シ 


Crioceris a JACOBY, Proc. Zool. Soc. Lond., 1885, p. 195.—SCcHON- 
rELDT, Cat. Col. Jap:, 1887, p. 148.—Jacosy et CLAVAREAU, Gen. ns., 
XXIIIL, 1904, p. 28.—JACOBSON, Rev. Russe ! Ent。 VIIL, 1907. p. 26. 一 
土井 , 昆 趣 世界 , 文 六 XX, 1926, p. 220. 一 Cm0j6, シル ビア , 1IV, 1988, p. 27. 

Cyioceris merdigert (nec LIMNAEUS). CLAVAREAU,. Col. Cat. CTUNK-SCHENK 
LING), LL, 1918, p. 48. 中 

本 種 は 従 來 北海 道 だ け か ら 知 られ て ゐ 計 の で ある が , 今度 初め て 長野 懸 に 
分 布 し て ゐる と と を 知 つ を だ け で な く , 共 後 再 森 衝 戸 市 産 の 1 概 本 を も 検 す 
る と と が 出来 を た 。 

面 し て , 北海 道 で は 本 種 の 幼 多 は アス パラ ガス の 子 容 を 食害 する けれ ん ども, 
長野 史 で は 未だ 和 野 外 で 之 を 礁 め て ゐ お ない 。 八戸 市 産 成 引 標本 も アス パラ ガス で 
得 ら 5 れ を と いふ けれ ども それ 以上 の と と は 着 つ て ゐ な い 。 

な ぼ ほ , 本 州 産 の ゃ の は 北海 道義 の も ゃ の と 異 つ て , 贅 博 肩 部 の 1 絞 以 外 燃 . 
和 中 部 後方 1 又は 2 個 の 黒 統 を 有 し て ゐる 。 と の 台 で 一 見 別 邦 の 雪が あつ た 
の で , 北海 道産 標本 を 系 山 博士 に ぉ 送り 線 つ で 比較 し た と と ろ , 斑 絞 の 相違 を 
除け ば 多く 同一 種 と 認め られ 。 し か し , と の 頑 策 枕 絞 の 相違 に 依っ つて 本 州 産 
の も の は や は 北海 道産 原 格 ど 工 兄 し た 方 が よい と 思ふ の で 区 に 之 等 の を め 


NII-Electronic Library Service 


The Entomological Society of Japan 


温 洪 砕 油 : 日本 産 アメ バラ ガメ 加法 葉 最 基 . 41 


に 3 新 暴 常 型 を 記載 し ょ うと 思ふ の 
2a. Crioceris orientalis JACOBY ab. sakahati mov. 

と の 媒 常 型 の 原種 と 異 る 弁 は 贅 の 通り 。 

1) 頑 縛 の ほ 條 中央 部 の 外 方 か ら 衝 後 内 方 俗 合 線 へ 向 つ て 直る や や 太目 の 
1 絞 を 有する 。 て と の 絞 の 形 は 妊 異 に 富み , 圏 示 し た や うな 長い も の も ある が 
火 第 に 後 敵 部 が 淡く , 短く な つて 行く 傾向 お が ある 。) 

2) 砲 輌 局 級 の 後 外 方 に 極め て 小形 の 1 絞 が ある が , 個 嗣 に ょ つて は 消失 
し て ゐる 。 ' 

模式 標本 一 8 頭 , 長野 懸 小 忠 池 訪 津 村 奈 良 原 , 6. YIT.1987 (医者 採集 

な 区 , と の 異常 型 司 する 八戸 市 上 徒 士 町 産 の 1 頭 10. VI.1985, 扇田 進 
氏 探 集 ) を 槍 し た 。 ] 


a b c 
第 2 岡 Crioceris orientalis JAaCoBY. 4. Ab. yotubosi nov. 
b. ab. sakahati nov. C. ab. Rutahost nov., 


Rb. Crioceris orientalis JACOBY ab. yotubosi nov. 
原種 問 選 他 の 異常 型 と 異 る 台 は 区 の 通り 。 
1) 頑 綱 中 央 都 の 後方 k 1 彫 紋 , それ の 後 内 方 に や や 小形 の 1 園 紋 が ある 。 
2) 他 の 畠 常 型 kk 見 られ る 天 縛 局部 後 外 方 の 1 小 絞 は 辛 5 じ て そ れ の 痕跡 
が 認め られ る に 過ぎ な い 。 
4) 本 州 刻 の も の は 1 知 と し て 北 次 道産 原 竹 ょ 処 立 する 位置 を 興 へ られ 。 更に その 内 で 
斑紋 の 鍛 異 に 探る 型 を 分 け て も る よい か と ょ と 考 へ られ る が , 今 は すべ て 原種 に 径 し て 同 


格 の 異常 型 と し て 阪 抜 つて お く 。 
模式 根本 は 農林 省 農 事 試験 場 分 遇 部 の 標 品 中 に 保存 せ られ る 。 
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模式 紹 本 一 1 頭 , 長野 抄 小 路 郡 納 津 対 半 良 原 ,YI.1987C 田 橋 忠 一 氏 探 集 ). 
の 異常 型 の 郊 護 背面 の ま 粒 は ab. sakee が 2 の 完全 民 外 達 し た 対 令 の 前 識 
玲 敵 郭 に 相 党 し て ゐ なる も の の や う で ある 。 
Zc. Crioceris orientalis JACOBY ab. hutahosi nov. 

原 午 門 iC 他 の 異常 弄 と 異 勲 は 丈 の 巡 9。 

1) 怒 輌 の 公 区 中 央 1 小田 絞 が ある 。 

2) 頑 縛 局部 後 外 方 方 に ある 1 小 絞 は ab. sakahati と 同 欄 。 

携 式 柄本 一 3 頭 , 長野 懸 小 落 都 机 津 村 奈 良 原 , 6. VII.193 (落着 控 集 ) 

本 異常 型 は ab. yotubosi の 交 箱 後 端 の 1 統 が 消失 し た も の こと 差 へ られ る 。 
更 選 。 と この 握 常 型 の 嘩 つた を 2 級 が 消 を る と 原種 と 同じ を な る 斉 で , 現 記 著者 の 
槍 し を 北海 道産 原種 標本 は 頭 中 2 頭 に は 次 爾 中 央 部 ic 1 小園 絞 の 痕跡 の 存する 
も の が あつ た 。 て (なほ, 原種 柄 で 言 都 後 外 方 の ュ 小紋 は 痕跡 $ 認 め ら れ 
な か つた 。) 


新 。 著 紹 介 


三輪 秀 四 郎 一 一 日 本 甲 地 分 類 了 

三 輸 時 士 は 札幌 の 河野 席 道 地 と 共に 松寺 松 年 二 士 の 門下 の 甲 占 分 類 牙 専攻 の 漁 材 , 上 
個 了 人 は 賠 の 南北 十 端 に 位置 し て 本 邦 刀 胸 の 2 大 高 導 を 形 工 つて ゐる 。 その 三 輸 牙 士 が 上 

数 年 研 遍 の 結果 を 以 て この 著 を も の し た の だ と 蓋 へ ば お よそ 本 書 の 価値 は 鷺 ひ 得 ょ 53 。 
本 和書 は 和 菊 版 タク ロー ス , 本 六 202 RN 因 容 は な 大角 Fowrxs の 「 英 領 イ 
"ンド 動物 相 , 甲 趣 類 硬 説 」 の 構成 に 則り , 綿 論 と 各論 と に 大 別 さ れ , 絶 論 は 吾 燃 目 の 了 性徴, 
外部 形態 , 内 部 形態, 色彩 , 鑑 熊 , 生活 , OA ME Vi 
「 虹 部 牌 雪 科 等 」 に 擦 つ た も の の や う で , 2 2 下 目 1 ぁ 類 の 分 類 式 を と り , 客 論 で は 之 に 本 邦 未 
108 科 を 本 し , 科 ま で の 大 静 を 得る や う 記 逃 し て ある 。 更に , この 甘 を 飾る に 絶 論 32。 各 
議 174 個 の 畠 賠 を 以 て し , 市 も 前 者 中 14, 後者 中 163 個 は 著者 の 原 岡 で , 之 だ け で 期中 に 
舞 味 を 持つ 者 人 は 是非 1 本 を 備 へ な けれ ば な ら ぬ と 思ふ 。 た だ , この 拍 重 な 圏 が 。 原 圏 ・ 製 
版 ・ 印 刷 の 何れ に 因 る の か , 案外 不 出来 な の は 王 に 随 。 又 , こ の 挿 圏 に 番 跳 の 陸 し て な い 
こと と 昆 疲 名 が 本 文 と 同じ く 生 限 名 で 記し て ある の と な は 甚だ 不便 で ある 。 だ が , この 好 攻 

の 現 信 れれ た こと を 匠 阜 の た め あめ 喜び と する 区 第 で ある 。 EE 
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